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シンク出版は事業用自動車を中心に、ＷＥＢサイトと出版物

をメインに安全情報を提供している出版社です。

この度、新たに動画でも安全情報の提供を行うことになりま

したので、ぜひご視聴ください。

今回は、事業用自動車のコンサルティングを手掛けるＬｐｓ

安全企画の町田慶太様に、自動車運送事業の管理者向け

に「効果的な安全教育の実施手法」をテーマに講演をお願

いしましたので、ぜひご覧ください。



管理者向け安全セミナー １

効果的な安全教育の実施手法
～実りある安全教育を目指して～

Ｌｐｓ安全企画
https://www.lps-anzen.com
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安全教育の現状を確認しましょう
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世の中の教育と安全教育の違い

・学校教育 国語・数学・歴史等の基本的に教養を身に着ける

・免許取得 道路交通法等の法令や運転技能を取得し免許交付

・社内教育 会社業務に関係する知識や業務手順等を取得する

↓
人として教養に伴う正しい判断能力を身につける

各社の安全教育内容はどうでしょうか？
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【安全教育】
事故の未然防止や発生時に正しい行動を

行えるようにするための教育です



各社の（あるある）安全教育

・事故発生時に対策を講じ周知する

・トラブル時に荷主等の手順を確認し周知する

・安全会議等で事故状況を説明し今後なくそうと確認

・社内連絡通を掲示板に貼りだし注意喚起している

事故発生後の
対応で全てが
事後処理です

↓

事故発生しない
と活動なし？

↓

事故は絶対に
減りません

■管理者の行動
対策を周知した＝安全教育実施済み（一件落着！）

■ドライバーの心理
他人事 とりあえず聞いておこう（早く終わらんかなぁ）

このような取組みでは絶対に事故は減らず
安全教育としての効果は期待できません

・事故発生時のデジタコ・ドラレコで実態を確認
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安全教育の現状とあるべき姿

昔：ドライバー経験者が運行・配車担当として現場熟知者が業務差配

今：業務分散化により現地現物の経験が少なく見えにくい中で業務遂行
↓

事故トラブルが発生してからヒアリングしながら対処
（何が正しいか判らない中で対処が実態＝時間ロスも発生）

↓

対策重視の「とりあえず的な再発防止」が安全教育化されている
↓

現地状況を把握しているドライバーにとっての実りある内容か？

管理者が過去の知見スキルを取得して、ドライバーとコミュニ

ケーションを保つ中での教育が望ましく効果が期待できる

・過去の知識やスキルをあまり知らないドライバーが多い

・管理者も現実現物を知り得る環境が少ない

現

状
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安全教育の基本と効果的で効率的な運用手法
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安全教育を実施する上での基本事項
法令で必須の教育カリキュラムが定められています
国土交通省告示第1366号 貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う指導及び監督の指針

管理者は上記法令教育も理解した上での教育実施が求められています
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教育実施手法 ドライバーが腹落ちする安全教材活用

■法令教育の基本や管理手法を知る

■輸送の専門的技能・スキルを知る

■過去の事故教訓を活かす（社内教育資料）

社内教育資料例
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シンク出版資料 シンク出版資料



法令教育を知る教材 「運行管理者のためのドライバー教育ツール」

➂教育実施手法のフォーマットまで添付されていて運用導入手法も掲載

①法令で定める内容がドライバー目線（文字<イラスト説明）で解説されて
おり判りやすく理解しやすく判りやすい

④関係法令が記載されており管理者が法令確認しやすい

一部のトラック協会でも配布している教材です

シンク出版発刊物

②ドライバーの心理状況も掲載されコミュニケーションが図れる
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車両の構造特性

過去の知識スキルを知る教材 「安全運転ハンドブック」

過積載で事業停止処分追突時の過失責任割合

あおり運転防止
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効果と機能を備えた安全教育資料へ
再発防止策としての資料

法令教育の必須項目を「運行管理者のための
ドライバー教育ツール」で確認
↓

類似事故を「安全運転ハンドブック」で確認
↓

「ドライバーの理解度向上」・「管理者も知識取得」・「法令教育の記録化」
↓

効果的で機能的な安全教育で再発防止へ

国の指導監督準拠項目
①「トラックを運転する場合の心構え」
②「トラック運行の安全確保の基本事項」

ドライバーの心理
状態を配慮した指
導内容が法令教育
に該当するかを確
認し資料記録に追
記する

①「トラックを運転する場合の心構え」該当

②「トラック運行の安全確保の基本事項」該当
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実りある安全教育を目指して
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まとめ 効果的に安全教育を進めるには

■管理者として運送業に必要な法令教育を確認する

■ドライバーが腹落ちする教育へ移行する

■過去の教訓に基づく「現場で活用できる知識」や
「ノウハウ」を教育に盛込む

■資料は法令を含む教育実施履歴として記録化する

■ドライバーの意見を管理者が確認できる仕組みを
構築する（コミュニケーション）
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その他の教材紹介 待機時間等を有効に使える教材

①個々のドライバーの空時間に合わせて「ひとり教育」ができる
（荷卸し待ちの待機時間等）

②ドライバーが読みやすく理解しやすい（文字よりイラストが多い）

③教育記録が残る

この教材は多数出版され各都道府県の関係団体でも活用されています
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ドライバーのための教材紹介

他にも多数あります シンク出版社にお問合せください
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Ｌｐｓ安全企画にご相談ください

事故削減や業務品質向上させ経営基盤構築をお手伝いします

活動は実施している
が事故が減らない

安全管理者の
育成手法を知りたい

人手が足りず
管理が手薄状態

作業マニュアルの
整備をしたい

事故が発生しないか
ドキドキしている

解決のためのヒント
沢山ご用意しています

【実務実績】 約２００営業所の改善活動の実績あり

・事故を削年比８０％減や汚破損５０％減の実績
・社内作業標準や営業所別業務マニュアルの策定
・ドライバーの添乗指導や安全教育の実践
・フォークリフト技能教育の実践
・安全マネジメントサイクル導入
・Ｇマーク・グリーン経営等の外部認証の取得支援

・連絡先 Ｌｐｓ安全企画 代表 町田慶太
・PCメール k.machida@lps-anzen.com

・携帯メール Ips0521machida@docomo.ne.jp

・電話 ０８０－１４５９－８９０７

https://www.lps-anzen.com
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mailto:k.machida@lps-anzen.com


次回の安全管理者セミナー２

「事故トラブルの再発防止対策」

お楽しみに！
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